
道
大
学
）
の
付
属
農
場
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
開
拓
使
札
幌

本
庁
の
判
断
で
、
丘
珠
地
区
に
入

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
栽

培
用
の
農
地
は
与
え
ら
れ
る
は
ず

だ
っ
た
の
が
、
新
た
に
開
墾
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

予
定
変
更
の
丘
珠
開
拓

丘
珠
地
区
は
、
一
八
七
○
（
明

治
三
）
年
に
山
形
県
か
ら
の
移
民

に
よ
っ
て
開
拓
が
始
め
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
開
拓
使
本
庁
の
あ

る
札
幌
市
街
地
と
小
樽
の
港
を
結

ぶ
道
路
が
で
き
て
以
来
、
札
幌
―

小
樽
間
に
比
べ
て
、
篠
路
・
丘
珠

か
ら
石
狩
方
面
の
開
発
が
遅
れ
て

い
た
た
め
、
彼
ら
が
丘
珠
開
拓
の

一
端
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
六
月

七
日
、
丘
珠
に
入
っ
た
彼
ら
に
は
、

閉
鎖
さ
れ
て
い
た
養
蚕
所
が
宿
舎

と
し
て
あ
て
が
わ
れ
た
。
大
き
い

が
、
が
ら
ん
と
し
た
粗
末
な
も
の

で
、
開
拓
地
か
ら
の
外
出
に
は
、

開
拓
使
の
役
人
の
許
可
を
得
る
こ

と
、
女
性
が
宿
舎
に
入
る
こ
と
を

禁
じ
る
な
ど
、
ひ
た
す
ら
開
拓
に

従
事
す
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ
た
。

開
拓
は
、
わ
ず
か
十
七
日
目
に
、

リ
ー
ダ
ー
役
の
農
民
、
梁
維
升

（
リ
ャ
ン
・
イ
シ
ョ
ウ
）が
脳
卒
中

で
倒
れ
て
あ
っ
け
な
く
亡
く
な
る

と
い
う
、
波
乱
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。
彼
は
、
清
国
中
央
政
府
の
元

官
僚
、
農
業
に
精
通
し
た
有
能
博

学
な
人
物
で
、
農
民
十
人
を
集
め

た
時
の
窓
口
役
で
も
あ
っ
た
。

約
束
と
違
う
仕
事
内
容
や
リ
ー

ダ
ー
の
死
亡
に
よ
り
農
民
た
ち
の

士
気
は
落
ち
、
ビ
ー
ル
の
原
料
調

達
も
危
ぶ
ま
れ
、
村
橋
は
非
常
に

頭
が
痛
か
っ
た
。

進
む
開
拓
と
事
件
〜
挫
折

し
か
し
、
彼
ら
も
、
一
旗
挙
げ

よ
う
と
異
国
の
地
に
乗
り
込
ん
で

来
た
以
上
、
頑
張
る
し
か
な
い
。

気
を
取
り
直
し
て
開
拓
に
励
ん
だ

と
こ
ろ
、
耕
作
地
は
次
第
に
増
え
、

た
い

大
麦
の
ほ
か
、大
豆
、麻
、白
菜
、体

さ
い菜
（
白
菜
の
一
種
で
結
球
し
な
い

品
種
）
な
ど
が
栽
培
さ
れ
た
。
そ

れ
は
周
囲
の
予
想
を
越
え
る
進
ち

ょ
く
ぶ
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
丘
珠

村
の
村
人
た
ち
も
見
学
に
来
た
り
、

白
菜
の
種
を
も
ら
っ
た
り
し
た
。

白
菜
は
山
東
省
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
品
種
で
山
東
白
菜
、
あ
る
い
は

チ
ー
フ

芝
罘
（
山
東
省
の
港
の
地
名
）
白

菜
と
言
わ
れ
、
重
宝
が
ら
れ
た
。

開
拓
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら
も
、

波
乱
は
続
い
た
。
ま
ず
、
二
人
の

農
民
が
農
耕
用
の
馬
を
、
深
夜
の

札
幌
の
街
で
奇
声
を
上
げ
な
が
ら

乗
り
回
す
騒
ぎ
を
起
こ
し
た
。
開

拓
生
活
の
中
で
若
さ
を
持
て
余
し
、

暴
走
族
と
化
し
た
二
人
が
開
拓
地

か
ら
追
放
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
殺
人
事
件
も
起
き

て
い
る
。
二
人
の
農
民
が
、
契
約

期
間
満
了
後
も
丘
珠
に
定
住
し
、

大
豆
を
使
っ
た
製
油
工
場
を
設
立

し
よ
う
と
開
拓
使
に
相
談
し
た
が
、

却
下
さ
れ
た
。
工
場
が
で
き
る
と
、

食
生
活
に
不
可
欠
な
大
豆
が
不
足

し
、
新
た
な
作
付
け
が
必
要
と
な

る
の
で
、
そ
の
提
案
は
、
北
海
道

の
当
時
の
状
況
か
ら
は
、
時
期
尚

早
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
工
場
を

興
し
、
札
幌
の
女
性
と
結
婚
す
る

こ
と
な
ど
、
将
来
の
青
写
真
を
描

い
て
い
た
彼
ら
は
希
望
を
失
い
、

一
人
が
も
う
一
人
を
殺
し
、
自
ら

は
井
戸
に
身
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
。

開
拓
者
た
ち
の
そ
れ
か
ら

〜
栄
光

こ
う
し
て
一
八
七
八
（
明
治
十

一
）
年
十
二
月
、
三
年
の
契
約
期

間
が
満
了
し
た
時
に
、
残
っ
て
い

た
の
は
、
最
初
の
十
人
の
う
ち
五

人
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
三

人
は
、
稼
い
だ
お
金
を

持
っ
て
故
郷
へ
帰
っ
た

が
、
二
人
が
丘
珠
に
留

ま
っ
て
い
る
。
彼
ら
は

帰
化
を
申
請
し
、
許
士

泰（
き
ょ
し
・
た
い
）范

永
吉
（
は
ん
・
え
い
き

ち
）
と
い
う
日
本
人
に

な
っ
た
。
二
人
は
開
拓
使
に
手
厚

く
処
遇
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
応

え
る
よ
う
に
立
派
な
仕
事
を
続
け

た
。
北
海
道
が
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
た
時
に
も
、
許
士
泰
の
農
場
は
、

研
究
努
力
の
成
果
で
、
穀
物
が
見

事
に
実
っ
て
い
て
、
調
査
に
来
た

役
人
が
「
あ
ま
り
に
見
事
で
驚
い

た
」
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
にご

は
、
丘
珠
に
天
皇
家
の
農
場
「
御

り
ょ
う

ち

料
地
」
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
開
墾
・
運
営
を
、
許
士
泰
は

引
き
受
け
て
い
る
。
許
士
泰
は
、

そ
の
後
、
篠
路
村
（
現
在
の
北
区

篠
路
地
区
）
の
女
性
と
結
婚
し
、

彼
ら
の
次
男
は
、
後
に
札
幌
村
の

村
長
や
北
海
道
議
会
議
員
を
務
め

て
い
る
。
そ
の
次
男
の
妻
も
、
札

幌
市
議
会
議
員
を
務
め
た
。

范
永
吉
は
、一
九
○
三（
明
治
三

十
六
）
年
ま
で
許
士
泰
と
共
同
で

農
場
を
経
営
し
た
後
、
空
知
郡
栗

沢
町
に
移
り
、
農
場
を
経
営
し
た
。

開拓使と清国人たちが交わした条約書
（写真：原本は北海道立文書館所蔵）

許士泰は北区篠路の教願寺
に眠っている
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